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I upo~u s1;f!uhf giro maghavan matat耀 iva/
::'.' 
yada nalJ領 nftavata!J kara ad art血y⑯a zd y6ja n砂 zndrate脳rz//
しかと 君は耳を傾けよ (Pr註s.Iptv.), 歌たちに。
有能な者よ＼応じぬ者のようでは あるな。
もし 我々を 十分な雄々しさを備えた者に
君がすることになるならば (kara!JAor. Konj.), そうすれば
まさに［自らの］目的を君は得ることになろう (Pr註s.Konj.)。










最終Paday6ja. は，以後 1-5 詩節全てのAnu~tubh 部分 (8 音節 X4 Pada) 
に付加されている 50 (→ 4を参照）
2 ak~ann a吋madantahty1 ava priya adh硲ataI 
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3 susa叫岱叩 fuvilvay勿z maghavan vandi~zmahi I 










4 sag肪 t仰 v(氾呵1, Yi叫tham 闘dhiti~f hati govidam I 





















5 yuktふ teastu dak汎a uta savyal:t satakrato I 
柘najayam upa priy呵z mandan6 yahiy andhaso y6ja…I 




6 yu咸imite brahma~il k遥na脳rz upa pra yahi dadhi~e gabhastiyoJ:t I 
. . 
ut tva sutilso rabhasa amandisuh ． 
崎a~面nvajrin slim u patniya madaJ;t I I 












るので(「brahma~ーによって」→ 2.1を参照）， Pras.Ind.yun⑪ ifmiには Koin-
zidenzfall「発話と内容の共起／同時進行」の機能が考えられる90 Perf. Ind. 
dadhi~e は Perf. 本来の「到達・達成した状態 (erreichterZustand)」を表し10,
インドラが手綱／ヴァジュラを手に取り終え，現在持った状態にあることを示し
ている因これに対し Aor.Ind. amandi~uJ:t は，インドラがソーマを十分に味わ
い酔ったことを，第2詩節と同様，起きたばかりの過去として捉える。 d-Pada
では Padapatha amadaJ:t Ipf. に反してmadaJ:t Pras. Inj. と解釈した汽 Inj.










はくびき (dhur-)に繋ぐという記述は RVの随所に見られる 16。I82に歌わ
れる「ハリ繋ぎ」がインドラに対する送別の歌と解釈されるのに対し，他の箇
所では，インドラを歓迎する場面で歌われることが圧倒的に多い17: 
I 177 ,1 a carsanipra vrsabh6 jananam raja krstznam puruhuta zndrah I stutah 
• • o• Coo 






て 聞こえを求めつつ 助力を伴い そばへ，私の方へ，二頭の種馬であるハリたち
を繋いで やって来い (Pras.Iptv.), こちらを向いて。」 2 ye te vfsano vrsab扁額
O• • 0・
:::• indra brahmayujo vfsarathaso atyah I tan a tistha tebhir ayahが arvan 脳viimahe
0• 
tva suta indra some「君の，インドラよ，猛々しい種馬たち， brahma1;ーによって繋
がれた，雄牛のような車を引く競走馬たちである，これらに 君は乗れ (Pras.Iptv.)。
これらと伴に やって来い (Pras.Iptv.), こちらを向いて。君を，ィンドラょ，搾ら
れたソーマの前で（へと）我々は呼ぶ (Pras.Ind., Koinzidenzfall)。」 3a tiJ[ha 
ratham vfsanam vfsi te sutah s6mah paガsikti madhuni I yuktva vfsabhyiim 
• 0.. • • O• 




に我先にと 君は走れ (Pr註s.Iptv.), そばへ，私の方へ。」 4 ayam yajn6 devaya 
ayam miyedha ima brahmanが ayamindra s6mah I stirnam barhir i tu sakra pra 




ニ・5 6 s恥 tutaindara yihiy arvan upa brahmani miiniy禽yakar6h I vidyama域stor． 
avasa grnanto vidyamesam vrjanam ;iradanum「よく称えられて やって来い
O• 
(Pras. Iptv.), ィンドラょ，こちらを向いて。 Mana家に属する詩人の 諸々のbrah-
ma1; ーのそばへ。我々は知りたい (Per£.Opt.), (歓迎歌を）歌いつつ，（新たな）朝焼
けについて，（君の）助力によって。我々は知りたい (Per£.Opt.), 生き生きしたしず
くを持つ 滋養に富む集団について。」
III 35,1 tzstha h属 rathai yujyamana yahz v扉 rna niyuto no acha I p麟 y． 
andho abhzsrsto asme zndra SV釦 rarimiite m麟 ya「車に繋がれつつあるハリた
o .. 
ちに 君は乗れ(Pras.Iptv.)。ヴァーユが牽引馬たちに［乗る］ように，我々の方へ
と やって来い (Pras.Iptv.), (ソーマを）目がけて飛び出した君は ［ソーマの］若
芽を 我々のもとで飲むがよい (Pras.Konj.)。インドラよ，スヴァーハー，君の酔
いの為に 我々は［ソーマを］贈った (Perf.Ind.)。」 2 upajirii puruh囚iya sapti 
脳ガ rathasya dhursav i yunajmi I dravad yatha sambhrtam vi鑓 t砥 cid
卯Pem岬 yajガami va加tazndram「機敏な二頭の俊足の［馬］たちを 多く呼ば
れる［インドラ］の為に，ハリたちを戦車のくびきたちに 私は繋ぐ (Pras.Ind., 
Koinzidenzfall), あらゆる面で整えられた［祭式］へ 急いで［彼を連れてくる］ベ
く。この祭式のもとヘ インドラを ［二頭は］連れてくるがよい (Pras.Konj.)。」 3
upo nayasva vfsana tapusp6- utem ava tvam vrsabha svadhavah I g成setのm底ViVZ 
0・ • O• 
muceha s6na divedive sadfsir addhi dhanah「熱を飲む猛々しい二頭を ［私の］そ
0• 
ばへ君は導け (Pr註s.Iptv.)。そして 彼らを 援助せよ (Pr註s.Iptv.), きみは，自ら
(80) 
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の決定を持つ雄牛よ。二頭の馬たちは 喰らえ (Pras.Iptv.)。赤味を帯びた二頭を
ここで君は解け (Aor.Iptv.)。毎日毎日 君は食べろ (Pras.Iptv.), 同じ見かけを
した穀物たちを。」 4 brahma序ate brahmayuja yunajmi han sak加yasadhamada 
謳 Isthi面 'tiratharz sukham indradhitz~{han prajanan vidvan upa y叫 s6mam
「brahma'!ーによって 私は繋ぐ (Pras.Ind., Koinzidenzfall), brahma'! ーによって
繋がれた 君の二頭のハリたちを，酔いを伴にする 俊足の 二人の盟友たちを。堅
固な心地よい戦車に，ィンドラよ，乗り込みながら 知者として 明察しつつ ソ
ーマのそばへやって来い (Pras.Iptv.)。」
詩人はソーマを搾り (I177, 2, 3, II 35, 1)敷き草を敷いて (I177, 4), ィンド
ラを歓待する準備が万事整ったことを告げ，自らハリたちをインドラの戦車／＜
びきに繋ぎ (II35, 2), 或いはインドラに繋ぐよう命じ (I177, 1, 3), その戦
車／ハリたちに乗り (I177, 2, 3, II 35, 1, 4)儀礼へやって来るようインドラに
要求している (I177, 1-5, II 35, 1-4)。到着したインドラは駆ってきたハリた




の送別の歌と解釈される箇所として， I61, 16 ; 62, 13 (以下を参照）； 63, 9汽
II 53, 4が挙げられるが，最初の三箇所はいずれも各 suktaの最終詩節であり，
以下に述べる特徴からも，儀礼の終わりを成す「ハリ繋ぎ」を象徴的に表すと
考えられる。2
hariy6jana-「ハリ繋ぎ」の語は I62, 13に一度， Vrddhi形加riyojanaーは I
82, 4の外には I61, 16で例証されているので，これらの語は全て送別の際の「ハ
リ繋ぎ」が歌われる箇所に集中していることになる。これらを含む suktaは，そ









I 61, 16ab eva te haガyojanasuvrkti- ;ndra brahmani g6tamaso akran「この様に，
君の（為の），ハリ繋ぎに属する者よ，よき歌によって，ィンドラょ，諸々の brahmaり
を ゴータマたちは つくった (Aor.Ind.)。」
ここでは，扁riyojana(V ok.)叫ま， I82, 4と異なり，インドラ自身のことを「ハ
リ繋ぎに与る者」と呼んでいると考えられる。
I 62, 13a-c sanayate g6tama indra navyam atak~ad brahma hariy6jan心yaI 
sunzthaya na杯savasttnanod碍「古くからあるハリ繋ぎのために，ゴータマは，ィン
ドラょ，新しい brahma1;ーを 形作った (Ipf.),我々の（為の）よき導きを持つ［君］
の為に，増長する者よ，ノーダスは。」









しい歌」の概念（→ 3を参照）や， 1.Sg. Konj. の機能（→ 4を参照）の理解に
よっても裏付けられる。
「ハリ繋ぎ」が brahmatz—によってなされるという表現は，他にも上述 III 35, 
4 (→ 2を参照）と，次の箇所に見られる：
I 84, 3 a tistha vrtrahan ratham yukta te b磁hmanahaガIarvacinam su te mのno
(82) 
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，
 grava krnotu vagnu碑「君は乗れ (Pras.Iptv.), ヴリトラを殺す者よ，戦車に。君の
O• 
ハリたちは b成hma1;ーによって 繋がれている。（ソーマを挽く）挽き臼は 君の思
考を しかと こちらへ向けよ (Pras.Iptv.), 響きによって。」
また brahma~ーを宿す具体的な発語形態として， vacas-「言葉」， arka-「讃歌」，
gfr-「歓迎歌」， gathii-「歌」も，同様にハリたちを繋ぐ為のものとして記述さ
れている：
I 18, 326 haガ nuka序成thaindrasya yojam ay犀 sukt珈nav如casin如venaI m6茫
tvam atra bahavo hf vf pra~ nzガramanya;aman巫0anye「今ハリたちをインド
ラの戦車に 私は繋ぐ (Aor.Inj., Koinzidenzfall), [彼が］来る為に，よく発語され
た新しい言葉によって。決して きみを この際他の祭主たちが一見者たちは
沢山いるので一 自分のもとに止まらせてはならない (mti+Aor. Inj.)。」28
V 33, 2ah sa tv⑰ m na indra dhiyasan6 ark肋ir harina珈 vrsany6ktram asreh「そう
O• 
いう君は，インドラよ，我々の讃歌によって 思慮を働かせつつ ハリたちの (Pl.)
手綱を，雄牛よ，寄り掛けた (Aor.Ind. trans.) 29。」
VII 36, 4 girti ya eta yunajad dh卯 ta fndra pガy;isur. 叫tha領rad加yaI pra y6 




VIII 98, 9 yunjanti崩riisir. ⑮ ya gathayo- urau r. 叫thau喧yugeindravaha vacoy珈





brahmayuj-: I 177, 2, III 35, 4→ 2を参照
VIII 1, 24 ti tva sahasram ti sat吻i yukta rathe hira喪yayeI brahmay珈ioharaya 





VIII 2, 27 寧肱ガ brahmayujtt sagmtt vaksatah sakhttyam I gzrbhih srutdm ． 
girva四asam「ここへ brahma'I'!-によって繋がれた 剛力のハリたちが盟友（イン
ドラ）を 連れてくるがよい (Aor.Konj.), 歌たちによって名高い （歓迎）歌を欲し
がる［彼］を。」
VIII 17, 2 E tvt brahmay砂ith卯 vahatttmindra kesintt I卯pabrahmt'l'!i na~si呼
「君を，ィンドラよ， brahma'I'!ーによって繋がれた たてがみ持つハリたちが連れて
こい (Pras.Iptv.)。 我々のbrahma'I'!―たちに 耳を傾けよ (Pras.Iptv.)。」
vacoy砂： VIII 98, 9 → 上例参照
I 7,2 indra id dhaれッohsdct sdmm必laa vacoyujtt I indro va;n hiranydyah「インド
ラこそは ハリたちと共に 一緒にいる［彼］は 言葉によって繋がれた［それら］に
［乗れ］，ヴァジュラを持つ 黄金色のインドラは。」 32
I 20, 2 yd indrttya vacoy卵 tatakJur manastt h叩 Isamzbhir yajnam酪'ata「インド
ラの為に 言葉によって繋がれたハリたちを 思考によって 形作った者たち（尽bhu
たち）は，諸々の努力によって 祭式に到達した (Aor.Ind.)。」
VI 20, 9 sa zm spfdho vanate apratuo bibhrad vajram vrtrahanam gabhastau I 
• 0 
tisthad d脳ガ adhJJふtevagarte vacoy珈jtvahata indram rsvam「彼は その者た
• 0・
ちを，競い相手たちを 克服することであろう (Aor.Konj .)3, 手向かい得ない者と
して，ヴリトラを殺すヴァジュラを 手に持ちつつ。ハリたちに 彼は乗る (Pras.
Inj., generell), 射手が座席に［乗る］ように。言葉によって繋がれた［二頭］は 丈
高いインドラを運べ (Pras.Iptv.)。」
VIII 45, 39 E ta e厄 vacoyujtt harz grbhne sumadrathtt I yad zm brahmabhya id 
dada~ 「君の ここにある 言葉によって繋がれた 戦車を伴うハリたちを，私は掴
み寄せる (Pr註s.Ind., Koinzidenzfall), 祭官たちに 君が与えるように。」




これに対し， mlinasttyoj/ yuj 「思考力によって繋ぐ」或いは manoyuj—とい
う表現は，馬，車，思慮 (dhi-)に対して用いられるが，「ハリ繋ぎ」の際に使
われることはない36。mlinasttyoj I yuj : I 40, 3 mlinastt yujy⑪ mttna甲 (rlitham),
VI 49, 5 rlitho…mlinastt yujttn吟， VII69, 2 mlinastt… yukt吟 (rlithqh); 
manoy砂： I 14, 6 manoy珈… v珈hnayalj,I 51, 10 vatasya… manoy鴫
(84) 
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儘呵）， IV48, 4 manoyujo yukt底~atz (ぷV幼）， V75, 6 manoyujo~ 鑓 salt,VIII 
5, 2 manoy珈!jtrathena, VIII 13, 26 dhzyam manoyujam, IX 100, 3 dhzyam 
manoyujam。I51, 10で「君を（インドラを）運んだ」と述べられているのは
「Vataの運び手［馬］たち」であって，ハリたちのことではない。インドラが
「Vataの馬」を繋ぐというテーマは，例えば， V31, 10a v私tasyayuktiin…ぷ'vtn,
X 2, 4 yujttn6ぷVtiV加tasyaなどにも見られるが，今問題にしている「ハリ繋
ぎ」には関係しないと思われる。これらの表現， manasttyoj I yuj, manoyuj—に
ついては，別の機会に改めて詳しく扱いたい370
「ハリ繋ぎ」の儀礼は，ィンドラがやって来た後でハリたちを戦車／＜びきか



















I 12, 11 sa na stavana a bhara gayatrena navzyasa I rayzm vzravatzm zsam「そうい
う君（アグニ）は より新しい歌によって 称えられつつ持ってこい (Pras.lptv.), 
財産を，男子に富む栄養を。」
I 61, 13 asyed u pra b戌 hipurvyani turasya karmani navya ukthaih I yudh彦ydd
isnana ayudhanが rghayam叩0 nzn1:ati sat戌 n「一方 まさに彼の，貫徹する者の
太古の行為たちを 新たに 君は公言せよ (Pras.lptv.)39, 讃辞たちによって，（彼が）
自分の武器たちを戦う為に動かしつつ，荒れ狂って 敵たちを駆逐するように
(Pras. Konj.) 40。」
I 62, 11 sanayuvo namasa navyo arkair vasuyavo matayo dasma dadruh I patim na 




III 32, 13 yaj即 nendramavasa cakre arv砲 ainamsumnaya navyase vavrtyam I ya 
st6mebhir vavrdhe p釘rv滋bhir y6 madhyamebhir uta nutanebhih「祭式によって
インドラを助力と共に こちらへ私は向けた (Perf.Ind.)。当人を より新しい
善意の為に 私は戻って来させたい (Aor.Opt.), 太古の称讃たちによって 増大し
た［彼を］，中間の また 現今の［称讃たち］によって。」
X 39, 5 purana vam vznya pra brava jane'atho h⑯ athur bhis靡 mayobh徊 Ita 
V吻znu navyav avase kari⑰ mahe・ 'aY<im砿 satyasrad aガryatha dadhat「君たち両
者の昔の武勲たちを部族の前で私は公言しよう (Pras.Konj.)。更にまた君
たち両者は 滋養を支配する“医者であった (Perf.Ind.)。そういう君たち両者を
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げたことを表明し，最終詩節では， 1-5詩節に宿った言葉の霊力によって，「ハ
リ繋ぎ」を実現する様を想像しているのである。
4 1. Sg. Konjunktiv 
Konjunktiv (接続法）は， RVの言語において独立したパラダイムを形成す
る話法 (Modus,mood)の一つであり，時制幹の標準階梯形 (Vollstufe) 46 + 
-a-(法接尾辞）＋人称語尾，で表現される。 1.Sg. Akt. の語尾は，わずかの例
外を除き幹母音幹で—ani, 非幹母音幹で辺／一aniという分布を示すので， yoja







「意志」 VII33, 14cd (Agastyaの言葉：） apainam adhvar:i sumanasyamana a vo 
gachati pratrdo成sisthah「当人 (Vasistha) を 君たち (Pratrdたち）は拝し．． 
て侍れ (Pras.Iptv.), 善意を抱きつつ。君たちのもとへ， Pratrdたちょ， Vas速ha
は やって来るべし (Pras.Konj .)。」
「未来」 X 10, lOab (近親姦を望む妹Yamiに対する兄Yamaの言葉：） S gha ti 
gachan uttara yugani yatra jamayah krnavann a_旭mi「血縁者達が血縁者に
• 0.  











I 11, 6ab stava nu ta indra p仮rvが&ma屈nが uta stavama n肱tanakrt&ni「私は称
えよう (Pras.Konj.)今君の，インドラよ，太古の大きな［武勲］たちを。また
我らは称えよう (Pras.Konj.), 新たに為されたことたちを。」
X 88, 3ab rJevebhir nav zsit6 yaj祖yebhir agnim stosan,:y a;aram brhantam「祭式
に値する神々によって 今駆り立てられて，アグニを 私は称えよう (Aor.Konj .), 
歳を取ることのない 背の高い［アグニ］を。」
V 54, lab pra sard血yamあrutayasvabhanava im励叩 v&camanaja parvatacyute 「自
らの輝きを伴う マルトに属する一群に この言葉を私は塗り飾ろう (Pras.
Konj.), 山を揺り動かす［それ］に。」
VII 86, 7 ab aram d巫6na midh応sekaran,:y aham devaya bhurnaye'anag, 幼「下男
が［するか］の様に 報酬を払う［ヴァルナ］に対し わたしは相応しい仕え方を
しよう (Aor.Konj.), 活動的な神に対して，咎の無い者として。」
























本稿では RVI 82に歌われる「ハリ繋ぎ」の儀礼を， brahma?Zーや「新しい











であることは， GELDNERDer Rig-Veda. 1951, n. I 61, 16aが指摘している。
2 Padapathaと共に maatathahと分解し，副詞を後半要素とする Bahuvrihiatat加—
「『はい』と言わない者」を想定する， cf.w ACKERNAGEL/DEBRUNNER Altindische 
Grammatik II-11905, 124, HOFFMANN Der Injunktiv im Veda. 1967, 54 n. 32。
3 HOFFMANN bei GOTO Die "I. Pr註sensklasse"im Vedischen. 1987, 243。
4 HETTRICH Untersuchungen zur Hypotaxe im Vedischen. 1988, 216ff. を参照せ
よ。
5 従って 1-5の各詩節は， Pankti韻律 (8音節x5 Pada) ということになる。
6 マルト神たちは一般にモンスーンの象徴と見なされ，その場合「好ましい品々」は
稲光や雨を意味すると考えられる。しかしこの歌は牛の掠奪行がテーマと思われ（→
1を参照），雨が降れば牛の足跡を辿ることが出来ず (cf. KRICK Das Ritual der 
Feuergrlindung. 1982, 306 n. 787), また河川が干上がっていなければ掠奪隊の動き
が取り難いと考えられるので，ここでは初夏（雨期の前）の強い陽射し，或いは初
春の陽光が意図されているとも考えられる。掠奪行の時期については， op. cit. 
41, 309 n.803, 421を参照せよ。
7 Vぷ 励 anu:yatha vぷ'as(Konj.)などと同様，「意のままに・好きなように」を意
味する表現， cf.GoTO I. Pras. 294。
8 HOFFMANN Aufs註tzezur Indoiranistik I. 1975, 29を参照のこと。但し機能の類似
性ゆえに，異なる Modusが主節，従属節に別れて現れることもある， cf.HOFFMANN 
Inj. 238f.。
9 HOFFMANN Inj. 251ff., GOTO I. Pras. 349を参照せよ。
10 Perf. は，過去に到達・達成した状態が今も続いている（影響を及ぼしている）こと
を表すので必然的に過去を包含しているが，過去という時の要素が Perf.の機能に
おいて有意的な (relevantな）訳ではない， cf. HOFFMANN Inj. 160, Aufs註tze539, 
KDMMEL Das Perfekt im Indoiranischen. 2000, 65ff.。HOFFMANNop. cit. による
と， RVにおいて Perf.が遠い過去や起こったばかりの過去を表す為に使われる箇
所は，全く見当たらないという。
11 Cf. KDMMEL Perfekt 272。
12 Pp. に反する同様の解釈例は HOFFMANNlnj. 297に集められている。
13 HOFFMANN lnj. 199ff., 特にインドラ讃歌におけるこの機能については 124f. を参
照せよ。
14 OLDENBERG Prolegomena 144ff. を参照のこと。
15 OLDENBERG Proleg. 147を参照のこと。
16 この表現は殆どが「ハリたちを (Akk.)戦車／＜びきに (Lok.)繋ぐ (yojI yuj, I 
18, 7では dha「置く」）」で表現される。但し， VII23, 3では「戦車を (Akk.)ハ
リたちと (Inst.)繋ぐ (yoj/yuj)」で，同様の構造がI177, 3, I 18, 5, VIII 50, 7に
(90) 
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も想定される（→次註）。また V3, 2 (→ 2.1)の表現も参照せよ。
17 インドラを歓迎する際に「ハリ繋ぎ」が言及される箇所は次の通り： I 6, 2 yun— 
janti…脳ガ… rathe;10, 3 yuk辰… haガ； 81, 3 yukJva… h卵； 84, 3 (→ 2.1) ; 
177,1,3(例文を見よ）， I18, 3 haガ… rathe…yojam(→ 2.1), 7 h屈 dhurfdhiJVii, 
II 35, 1, 2, 4 (例文を見よ）； 50, 2 (saparyii)…yunajmi, V 40, 4 yuktva haガbhyam
apa yasad arv励（「［戦車を (Akk.)]ハリたちと繋いだ後」→註 16)或いは「［ハ
リたちを］繋いだ後，ハリたちを伴って」， cf. GELDNER ad loc.), VI 23, 1 yuktab-
hyam…h屈 bhyam,VII 19, 6肱ガ… yunajmi; 23, 3 yuje ratham… h屈 bhyam
（「戦車を (Akk.)ハリたちと (Inst.)繋ぐ」→註 16); 36, 4 yunajad d脳ガ（→ 2. 
1), VIII 3, 17 yukJvE…砿ガ； 4, 11 upa…yuyuje…脳ガ； 13, 27 (sadhamadya)… 
yuja n幼； 70, 7-8 h叩… yuy6jate; 98, 9 yunjanti脳rz. rathe (→ 2.1)。また例
文 I177, 2のように，ハリたちが複数形で現れる箇所として， I 18, 5 haガbhir
yujana~(恐らく「［戦車を (Akk.)] ハリたちと繋ぎつつ」→註 16) , II 43, 6脳rayo
yujan励， VI37, 1 yuktふoharayo; 4, 19駈 ayoyujan励， VII28, 1 harayaり…
yukt励， VIII1, 24 yukta rathe …駈aya~(→2.1) ; 33, 14 harayo rathayuja~; 
50, 7 yujan幼 … h屈 bhir(→註 16),X 112, 4 haガbhir…yukt呪が挙げられる。
18 VII 23, 3に倣って ratham「戦車を (Akk.)」を補う。註 16を参照せよ。
19 更に次の箇所も参照せよ： II 32, 1 vimucyii haガi血； 43, 1 sakhiiyii vz muca, VI 
40, 1 ava sya haガ vimucii sak肌ya,X 160, 1 vz肱”… munca。
20 また次のインドラの言葉も参照せよ： 165, 4 brahmiini me matayah sam sutasah 
領smaiyarti prabhrto me adガhI a sasate prati haryantが ukthe― imah年
vahatas ta no acha「brahma1:—たちは，詩（「思考」）たちは，搾られた［ソーマ］
たちは私にとって幸である。激情が ［私を］動かす(Pras.Ind.)。挽き臼が私
に 差し出されている。讃辞たちが ［私を］誘い込む (Pras.Ind.), [私の］気に
入る (Pr註s.Ind.)。ここにいるハリたちが我々（インドラとマルトたち）を それ
らの方へと運ぶ (Pras.Ind.)。」
21 I 63, 9ab ak屈 taindara g6tamebhir brahmii'}が 6ktanamasii細 bhyam「君の
ために つくられた (Pass. Aor. Ind.), インドラょ，ゴータマたちによって，諸々
の brahma1:―が，繋ぎ手が，二頭のハリたちへ敬礼を伴って。」 b-Padaは，本来の
*brahm呼 y6ktii(y6ktar -「繋ぎ手」 m.Nom.Sg.)が， RV編集にかかる正書法
(*KiyV> KyV, *KuvV>KvV) により brahm勿y6ktaと書かれたものと解釈し
(cf. OLDENBERG N oten ad loc.), n.Pl. brahma1:iとm.Sg.+yoktaとを，同格に置
かれた akariの主語と考えた (I61, 16 brahma1:i g6tamiiso akranを比べよ）， cf.
GELDNER ad loc. n.9b (中性名詞複数が動詞単数と照応する例については， DELBRUCK
Altindische Syntax. 1888, 83を参照せよ）。 DELBRUCK(Grundriss V 3. 1900, 230 
n. 1)はa/b-Padaを別の文とし， a-ukta-「公言された」 n.Plを主語 brahmaniの
述部とする： 'geopfertist dir, o Indra, von den Gotama, die Gebete sind gespro-




22 II 53, 4ab珈 d勾 ammaghavan sed u y6nis tad zt tva yukta駈 ayovahantu 
「妻こそは，有能な者よ，我が家である。彼女こそが ［いつもの］居場所である。
まさにそこへ君を 繋がれたハリたちが (Pl.) 運べ (Pr且s.Iptv.)。」また次の
箇所では，送別の盃，つまり， I82 第 4 詩節にいう patra—加riyojana—のことが言
及されていると考えられる： II 53, 6a⑪幼s6mamふtamindra pra yahi「ソーマ
を 君は飲んだ。家へと，ィンドラょ，君は発進せよ。」， X96 (ハリたちへ讃歌），
9 cd Pra yat k,;te camase marmり;add励ガ pztvamadasya haryatas, 如ndhasa~ 「酔
わせるものである，好まれる［ソーマの］若芽たちの［幾らかを］ 飲んだ後，整
えられた柄杓の前で二頭のハリを 彼（インドラ）がさする時には (Intens.Pras. 
Konj., cf. SCHAEFER Das Intensivum im Vedischen. 1994, 38f., 167f.), …」， cf.
GELDNER ad loc. n. 9c。
23 -a—語幹名詞の m.Sg.Vok. が韻律上長母音になる例については， LANMANA statis-
tical account of Noun-Inflection in the Veda. JAOS 10 (1880), 339を参照せよ。
GELDNER ad loc. n. 16aはI82, 4同様威tra-h面 iyojanaーを想定し，“ハリ繋ぎに属
する盃［を飲む者］＝インドラ”という簡略表現 (Breviloquenz)と考える。 OLDEN・
BERG N oten ad loc. は喰gガyojanabrahmaniを想定。
24 特に， TmEMEZDMG 102 (1952) "Brahman" 102ff. = Kl.Schr. lllff. を見よ。
扇 hma1;―と「ハリ繋ぎ」に関しては， op.cit. 140 = Kl.Schr. 113を参照せよ。
25 Cf. X 13, 1 yuje vam brahma p叩rv;yamnamobhir vz sl6ka etu path虎vas釘的／
§rnvantu V稔veamftasya putra a ye dhamani divJ!ani tasthuh「君たち両者への
0• 
敬礼を伴って 最初の brahma1;ーを 私は繋ぐ (Aor.Inj., Koinzidenzfall), 主人
の名声（または声）は進路のように 分岐せよ (Pras.Iptv.)。不死性に属する
(Gen.) 一切の息子たちは 聞け (Pras.Iptv.), 天に属する 諸々の座所に登っ
たところの［彼らは] (Perf. Ind.)。」 X 13は二台の祭式用の荷車， Havirdhanaに
向けられた讃歌で，ここでは，ハリたちと同様，車を牽くものとして brahmaりーを
(Akk.)繋いでいると考えられる， cf.GELDNER ad loc. n. la。
26 この箇所は vacasayoj I yujの例証箇所として， SCARLATADie Wurzelkomposita im 
尽g-Veda.1999, 431 (但し 407を見よ！）に補うべきである。
27 a+ya「（乗り物で）やって来る」の Dat.Inf., cf. SCARLATA Wurzelkomp. 407。
28 詩人はインドラに，他の場所で同時にソーマの儀礼を行う見者たちのもとを通り過
ぎ，自分の所へ来るよう呼んでいる， cf. MYLIUS "Samsava" Wissenschaftliche 
Zeitschrift der Martin-Luther-Universit且tBd. 17, Heft 6, 177ff. = Das altin-
dische Opfer. 2000, 38f.。
29 GOTO I. Pras. 313を参照せよ。
30 関係詞が受けるものを話者である詩人自身と解釈した， cf.GELDNER ad loc. n. 4。
31 Cf. SCARLATA Wurzelkomp. 428ff.。
32 vacoyu, 辺は Akk.Du.とし，「ハリたちに (Akk.Du.)」を補う。 GELDNERad loc. n. 
の指摘通り， vacoyujーが固定したハリたちの別称であることは本論からも明らか。
また「ハリたちに (Akk.)乗る」という言い方は， I177, 2 t品 (scil.atyan) る ti~fha,
(92) 
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VI 20, 9 t分[hadd脳ガ adhiにも見い出される。 GELDNERop. cit. に従い， saca+ 
Lok. と， sammisla—+ Lok. の両表現が混交して用いられると解釈した。
33 vanateはPras.Ind. かW.Aor.Konj. かのいずれかで， c-Pada t柑hadと同様
generellな用法である。通常前者には語根 vaが「欲する」が，後者には van「克服
する」が想定され，ここでは後者の意味の方が自然であるから， Aor.Konj. とした。




と呼ばれている： I 56, 1~Sa pra purvir ava tasya camrz~6 1tyo na y6~am 囮
ayamsta bhurvanih I daksam mahe payayate hiranyayam ratham avftya脳 元. . . . 
yoga'J'[l [bhvasam「この者（インドラ）は これ（ソーマ）の中から 何杯もの桶を
分けて［取った］。荒ぶる［彼］は（桶を）上に揚げた (Aor.Ind.), 雄馬たちが雌
馬を（そうする）ように。能力ある［ソーマ］を 偉業の為に 彼らは自らに飲ま
せる (Pr註s.Ind.), ハリたちに繋がれる 黄金色の精巧な戦車を 転がして来た後
で。」
35 また次の歌も参照せよ： I 61, 16 ; 62, 13 (→ 2), VII 23, 3 yuje ratham gav知'sanam. . 
脳ribhyam apa brahmani jujusanam asthuh I vi badhista sya r6dasz. mahitv佐． ． 
rndro vrtra尻y apratz jaghanvan「牛たちを求める戦車を (Akk.) ハリたちと
(Inst.)繋ぐ為に (Inf.), brahma1; —たちが享受した［インドラ］に 立ち待った
(Aor. Ind.)。かの者，インドラは 天地両界を偉大さによって 押しやって広げ
た，歯向う者のいない敵たちを 倒し終えて。」
36 SCARLATA Wurzelkomp. 428f. を参照せよ。
37 I 20, 2b tataksur manasa haガ（→2.1)やII60, 2c yena haガ manasanirataksata 
のように， Rbhuたちが「ハリたちを思考力によって形作った」という表現は注目に
値する。
38 Cf. GONDA WZKM 48 (1941) "Ein neues Lied" 277ft. = Sel.Stud. IV 146ft.。
39 pra b成 hi:詩人が自分自身に命じる， RVで多用されるスタイル。
40 yadに導かれる目的節 (RVで26回）は 2例を除きすべて Konjunktvを持つので
(cf. HETTRICH Hypotaxe 390), 0ri1;atiはPr註s.Konj. である(<*ガ-naH-a-ti)。
41 mayobh和vaーの背景に idamb肺 (HOFFMANNAufs. 557-559)の構文を想定した。
42 全体の文意より， Faktitivとして機能する Dat.Inf. + kar I krの構文と考え，名詞
avaseにInf.に近い機能を想定するか (cf."quasi-infinitives" JAMISON Function 
and Form in the -aya-Formations of the Rig Veda and Atharva Veda. 1983, 37 
n. 26, 39) : 「新しい君たち両者を (i.e.新たに君たち両者を）［我々への］助力ヘと
仕向けよう／君たち両者に［我々を］助けさせよう」？
43 Cf. THIEME Der Fremdling im~gveda. 1938, 39 "Fremdling"。
44 Cf. GONDA op. cit., 279 = 148。
45 Cf. THIEME Brahman, 103 = 112。Cf.TICHY "Indoiranische Hymnen" BURKERT/ 
(93) 
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している。未来形から作られた Konj.kaガ~yふ RV IV 30, 23, kari~ya RV I 165, 9 
（恐らく kaガsyahのこと）については，それぞれ HOFFMANNInj. 248 n. 270, OLDEN・
BERG N oteri ad loc. を参照のこと。
4 7 Konj. Akt. の語尾の形態的・統語的考察とその分布については， HOFFMANNlnj. 248 
に詳しい。その成果を幅広く取り入れ， RVにおける全ての接続法語形の同定を行っ
た研究として， MEIER-BRUGGER Konjunkiv und Optativ im Rigveda 
(Habilitationsschrift, Zurich) 1980 (未出版）が有用である。
48 DELBRUCK Der Gebrauch des Conjunktivs und Optativs im Sanskrit und Griechi-
schen. 1871, 17f., 23ff .,AiSynt. 1888, 308ff., BRUGMANN Grundriss I 3/2. 1916, 
835, HOFFMANN Aufs. 1976, I 538, 後藤“インド・ヨーロッパ祖語における動詞表
現の諸カテゴリー ー枠組み再建のスケッチー"岩手大学人文社会科学部総合研究
委員会「文化の基礎理論と諸相の研究』 1992,108 f. を参照のこと。





考えられる形も含まれる， cf.HOFFMANN lnj. 24 7f.。
51 神々の言葉として例えば： IV 18, 3ab parayatim mataram anv acasta na nanu 
ganが anunil gamani「去り行く母の後を 彼は目で追った。ついて行くまい (Aor.
Konj.), [行く］まい。やはり ついて行こう (Aor.Konj.)。」（インドラの言葉）， X
27, lOcd stnbhir y6 atra v怠呼呼 Pitanyad ayuddho asya vi bhajani veda~ 「こ
の際女たちと共に牡牛（＝話者＝インドラ）と 戦をする (Pras.Konj.)者が
いれば，その者の財を 戦わずして 私は方々に与えよう (Pras.Konj.)。」（インド
ラの言葉）， X108, 9cd s絋saramtva krnavai ma punar ga apa te gavam subhage 
O• 
bhajama「君を（自分の）妹に，私はしよう (Pras.Konj .)。君は戻ってはいけない
(ma+ Aor. Konj.)。君に 牛たちの［幾らか］を，よき天分を持つ女よ，我々は分
け与えよう (Pras.Konj.)。」（パニの言葉）。
(94) 
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~gveda I 82 
- hariy6jana-, brahmaり—, "The New Song" and l.Sg. subjunctive -
Eijiro DoYAMA 
Rgveda I 82 represents a "farewell song" addressed to Indra, which was most 
likely recited at the end of a Soma-ritual performed for a successful raid for cows. 
The main theme is haガy6jana-'yokingh屈， i.e.Indra's two yellowish horses, [to his 
chariot]', so that Indra, satisfied with the feast of Soma, could return to heaven, 
→ 1. The word hariy6jana-is found in I 62, 13, its Vrddhi-form hariyojana-in I 61, 
16 and here. While these places indicate "farewell songs" likewise, most of the 
other instances where "yoking harz" is mentioned assume rather the character of 
"welcome songs" to Indra, → 2. 
The song is to be interpreted as follows : the poet proclaims that he has just 
praised Indra's followers Maruts (and so Indra too) with a "newest (i.e. just 
composed) song" (2nd stanza) and then he yokes h卵 bymeans of brahma1: ー (last
st.). brahma1: ―means "the realizing power existing in the words which are correct-
ly formed and uttered in terms of grammar and the poetic(al) tradition". This 
suggests that brahma1: ―functions when the song is newly composed and uttered, → 
2.1, 3. The poet, who is sure of the effects of brahma1:-borne in his new song and 
respectively of the realization of his wishes, expresses repeatedly hi~own will to 
yoke harz by the 1.Sg. of the subjunctive mood (1-5 st.), → 4. It can be then 
inferred that there lay a "give-and-take" relationship between rgvedic poets and 
gods in the background, → 5. The later ritualism in the Brahmaりasalso seems to 
have developed on the basis of this relationship. 
(95) 
